
展覧会名：「鹿児島睦　まいにち」展
会場：　　市立伊丹ミュージアム
会期： 　　2023 年 6月 30 日（金）ー 8 月 27 日（日）
休館日：　月曜日（7月 17 日は開館、翌 18 日は休館）
開館時間：10:00-18:00（入館は 17:30 まで）

主催：市立伊丹ミュージアム［伊丹ミュージアム運営共同事業体 / 伊丹市］
企画制作：西日本新聞イベントサービス、ブルーシープ

料金：一般 1,000（900）円、大高生 700（600）円、中小生 400（300）円 
※（ ) 内は 20 名以上の団体料金　※兵庫県内の小中学生はココロンカード呈示にて無料
※伊丹市在住の高齢者割引有（平日 60 歳以上、土日祝 65 歳以上）

役に立たないもの、美しいと思わないものを、家に置いてはならない。
100 年以上前、イギリスの芸術家・思想家ウィリアム・モリスはこのように言いました。
その思想はイギリスからじわじわと世界中に広がり、人々が日々の暮らしに目を向ける、ひとつのきっかけとなりました。
時を超え、九州は福岡で、陶芸家・アーティストの鹿児島睦（かごしままこと、1967 年―）も、
人々の暮らしをよりよいものにしようと日々励んでいます。

本展は、陶芸作品を中心に、テキスタイル、版画など多彩な仕事で注目を集める鹿児島睦、初の大規模な展覧会です。
会場は、動物や植物をあしらったさまざまな色や形の約 200 点の器が、
「あさごはん」「ひるごはん」「ばんごはん」のための大きなテーブルや壁面に並びます。
そのほか、ファッション、インテリア、フードなどの領域でのコラボレーションから生まれたさまざまなプロダクツと
作品を、「さんぽ」「おやすみなさい」など、日々の暮らしのシチュエーションで紹介していきます。
鹿児島睦とその作品を通じて、私たちの日々の暮らしと、生きていくことに思いをはせる、そんな展覧会です。
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問い合わせ先：
展覧会担当：岡本　梓　okamoto@itami-im.jp
広報担当　：鈴木寛和　gakugei@itami-im.jp
〒664-0895　兵庫県伊丹市宮ノ前 2-5-20  TEL. 072-772-5959（代表）https://itami-im.jp/

鹿児島睦
陶芸家・アーティスト 1967 年 福岡県生まれ。
美術大学卒業後、インテリア会社に勤務しディスプレイやマネージメントを担当。
2002 年より福岡市内にある自身のアトリエにて陶器やファブリック、版画などを中心
に制作。日本国内のみならず､L.A.､台北､ロンドンなどで個展を開催、近年では世界中に
ファンが広がっている。作品制作の他、国内外のブランドへ図案の提供も行っており、
陶器にとどまらずファブリックやペーパーなど様々なプロダクトを発表。また、国際的
なアートプロジェクトへの参加や、空間への壁画制作など活動の幅は多岐に渡る。

★鹿児島睦から展覧会に寄せたコメント
「様々なアルバイトやサラリーマン生活を経験しましたが、作陶やデザインも私にとっ
てはどれも同じ毎日の仕事でした。今も全く変わらない毎日が続いています。」

アトリエの鹿児島睦
撮影：田附勝

展覧会の見どころ
鹿児島睦は、人々の暮らしを想い、日々、作品を作っています。展覧会では、朝に始まり夜に終わる
一日のシーンにあわせて器やプロダクトを展示し、鹿児島が生み出す世界をお楽しみいただきます。

1.　動物や植物をモチーフにした新作の器、約 200 点を展示。

2.　ファッション、インテリア、フードなど、
       さまざまな領域の国内外のブランドとのコラボレーションしたプロダクツ、約 100 点を展示。

3.    鹿児島が日々制作をつづける様子やアトリエに飾られたアイテム、
       制作の背景にあるものなど、鹿児島睦の「まいにち」を紹介。

4.    作家の梨木香歩が、鹿児島睦の器にインスピレーションを得て物語を書き下ろし、1冊の絵本が生まれました。
       展覧会では物語の中に分け入るように言葉と器を展示し、新しい鑑賞体験を提案します。（絵本は 8月頃出版予定）

5.    アパレル、ステーショナリー、雑貨、フードなど、 「まいにち」を豊かにするオリジナルグッズを多数用意します。
       絵柄の多くは本展描き下ろし。鹿児島が推薦した作り手を含め、丁寧な手仕事や伝統工芸とのコラボレーションを実現。　 

Keramikstudion×鹿児島睦　
フラワーベース「En Liten Vän」2018 年

鹿児島睦×一澤信三郎帆布
「花：きいろ」2021 年 
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巡回情報
2023 年 10 月 7日（土）― 2024 年 1 月 7日（日）　PLAY! MUSEUM（東京・立川）
2024 年 2月 24 日（土）― 4 月 14 日（日）　　　　佐野美術館（静岡・三島）
2024 年 4月－6月　福岡 



アトリエ　撮影：田附勝掻き落とし　撮影：田附勝

鹿児島睦　まいにち」展のための器　
2023 年

広報用画像
●広報用画像の使用は本展をご紹介いただく場合のみとさせていただきます。本展終了後の使用、または二次利用はお断りします。
●広報用画像をご紹介いただく場合、展覧会名、会期、会場、作品名及び指定のキャプションとクレジットを必ずご記載ください。
●【2】～【6】、【12】～【16】背景部分のトリミングや切り抜きでの使用も可能です。ただし、変形、部分使用、文字のせは一切禁止となっております。
●【1】【7】【8】【10】【11】：全図で使用してください。トリミング、変形、部分使用、文字のせは一切禁止となっております。
●掲載記事・番組内容については、基本情報確認のため、必ずゲラ刷り・原稿の段階でお送りください。
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プレート　撮影：田附勝

GUSTAVSBERG × 鹿児島睦
「april coffeeC&S」2014 年 

誕生 60 周年記念 「ミッフィー展」
ミッフィー・アートパレード

「ワンピースを着たミッフィー」2015 年 
© Mercis bv



市立伊丹ミュージアム（FAX：072-781-9090）行 「鹿児島睦 まいにち」展 

広報用画像およびチケプレ掲載の申込書 

市立伊丹ミュージアムにて開催する「鹿児島睦 まいにち」展にて、貴媒体での掲載にあたり画像がご入用の際は下記にご記入の
上、FAXかメール：gakugei@itami-im.jpにてお申し込みください。 

画像（別紙プレスリリース参照） 

※ご使用の際は下記キャプションとクレジットを明記してください。 

※部分使用やトリミング、図版の上に文字を重ねるなどの処理は禁止されております。 ※掲載記事の提出をお願いします。 

※最大5点までお選びいただけます

□ 1 「鹿児島睦 まいにち」展 メインビジュアル 
□ 2 「鹿児島睦 まいにち」展のための器 2023年 
□ 3 「鹿児島睦 まいにち」展のための器 2023年 
□ 4 「鹿児島睦 まいにち」展のための器 2023年 
□ 5 Keramikstudion×鹿児島睦 フラワーベース「En Liten Vän」2018年 
□ 6 鹿児島睦×一澤信三郎帆布「花：きいろ」2021年 
□ 7 アトリエの鹿児島睦 撮影：田附勝 
□ 8 プレート 撮影：田附勝 
□ 9 「鹿児島睦 まいにち」展のための器 2023年 
□ 10 掻き落とし 撮影：田附勝 
□ 11 アトリエ 撮影：田附勝 
□ 12 「鹿児島睦 まいにち」展のための器 2023年 
□ 13 「鹿児島睦 まいにち」展のための器 2023年 
□ 14 「鹿児島睦 まいにち」展のための器 2023年 
□ 15 GUSTAVSBERG × 鹿児島睦「april coffeeC&S」2014年 
□ 16 誕生60 周年記念 「ミッフィー展」 

ミッフィー・アートパレード「ワンピースを着たミッフィー」2015 年  © Mercis bv

□ 告知用のチケットプレゼント 名分（最大5組10名） 
※ メディアでのチケプレ告知用に限ります。必ず掲載記事を市立伊丹ミュージアムに提出することを提供条件とします。 

※ 転売や違法売買は一切禁止いたします。不正が判明した場合、該当チケットは無効となります。 

媒体名： 掲載日： 

御社名： ご担当： 

Mail： 

TEL： FAX： 

住所： 


